




PMD 患児の特異的な歩行様式は、罹患筋の分布およびより残存する遠位筋の筋

作用により修飾されていると思われる。正常歩行における腓腹筋の慟きは主に

推進力と Single Limb Balancede で，前脛骨筋は Swing Phase の Clearance と

Stance Phase の Shock Cbsorption である。しかし、患児における歩行時の上

述 2筋の機能がどの様に変化しているのかを分析し、その役割りについて検討

した。


